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1. 性能表示の意図的工作 「省エネ型エアコン」の省エネ効
率を示す表示について、メーカーがその数値を 意図的に
かさ上げし、消費者を欺く情報工作がなされていたこと。 
 

2. 表示効率の実態との乖離 ヒートポンプ効率を示す COP 
や APF など JIS 規格による表示は、使用時の実性能 と 

  大きく乖離していること。 
 

1. 冷媒フロンの増量 ヒートポンプの冷媒として使用されて
いるフロンは 9 割方放出されているのが 現状で、 

  その実態をふまえると省エネによる削減を相殺するもの
であること。  

「ヒートポンプ問題連絡会」（気候ネットワークなど）が 
指摘している問題点（ 2010 年 8 月 19 日 ） 



http://www.kikonet.org/iken/kokunai/archive/pr20100819-2.pdf 



消費者が通常知り得ない操作を行った上で 実施したエアコン能力試
験により算出された省エネ性能を表示 していたことが分かった。 

平成２３年７月 ２ ０ 日  消費者 庁 

http://www.caa.go.jp/representation/pdf/110720premiums_1.pdf#search 



ルームエアコンの JIS 検討委員会に意見書を提出  

 

～適正な性能評価と客観的検証を 
組み入れる大胆な JIS 改革を～  

 
2011 年 1 月 31 日 

 
ヒートポンプ問題連絡会 

http://www.isep.or.jp/images/press/110201ISEPpress.pdf 



◆ヒートポンプ問題連絡会で提出した JIS 改正のポイント 
 

 ①性能試験方法について 
 ①性能測定条件に冷房時は適切な除湿の割合を、暖房時には吹き出  
  し口の温度の下限を決め て追加し、騒音測定を加えること。  
②運転能力における定格許容限度を設けず消費電力や冷暖房能力な 
  どすべての表示値は保 障値表示とすること。 
  （現状では表示の 86％性能で許容）  

 
②APF と冷暖房使用期間の設定等について 
 ①ルームエアコンの実際の使用状況をふまえ冷暖房期間を 

  見直すこと。  
②試験点を定格能力と中間能力だけではなく増やすこと。 
③実際の使用状況に近い試験を行うこと。 
 ④断続運転に伴う建物負荷を配慮すること。 
 ⑤地域ごとの実態を反映させた評価に変え、表示にも反映すること。 



③冷媒フロン問題について 
 ①フロンの放出が起きない製品規格（室内機側のバルブの取り付け 

  など）とすること。 
 ②冷媒の種類や量だけではなく、その温室効果についても表示する 
  こと（カタログも）。  

 
④試験方法等の透明性・客観性の確保について  
①試験方法は原則公開し、第三者機関による客観的性能試験と 
  すること。  
②JIS 規格に則った測定の情報はすべて公開し、検証可能なものと 
  すること。  
③試験対象機器の選定方法についても、無作為となるような方法を 
  記載すること。 

























家庭用電気機器の待機時消費電力の測定方法に 
関するJISの制定 

 
－家庭用電気機器の待機時消費電力の削減を目指して－  

 
平成２８年３月２２日  

カタログ値を見るときには、 
どのような測定方法で得られた値かを 

確認しましょう！ 


